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例 言 

１．本書は、高知県須崎市中町に所在する国指定史跡「土佐藩砲台跡（西砲台跡）」の保存活用計

画である。 

 

２．本事業は、須崎市教育委員会が令和６年度から令和７年度までの２か年で、文化庁の「史跡

等保存活用計画等策定費国庫補助金」の交付を受けて実施した。 

 

３．本計画の策定にあたっては、学識経験者、地元代表者等で構成した「須崎市国史跡土佐藩砲

台跡保存活用計画策定委員会」で審議を行い、文化庁及び高知県からの指導・助言を得た。 

 

４．本事業の事務は、須崎市教育委員会生涯学習課が担当し、その業務を株式会社イビソク高知

営業所に委託した。 

 

５．本書の編集は、同計画策定委員会における協議、検討内容をもとに須崎市教育委員会が行っ

た。 

 

６．本史跡は、昭和４年（1929）に高知県史跡に指定、昭和 19年（1944）に国史跡に指定されて

おり、高知県史跡名称碑が残っている。本計画書では、誤解を招くことがないよう「県史跡

名称碑」、「国史跡名称碑」と記載する。なお「史跡名称碑」と記載しているものは、広域的

な意味で用いている。 

 

７．本書に掲載した写真には、撮影年を記載している。記載していないものについては、撮影年

が不明なものである。また、撮影者を記載していないものは須崎市教育委員会が撮影したも

のである。 
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第１節 計画策定の沿革                            

史跡土佐藩砲台跡（以下、「本史跡」という。）は、高知県須崎市中町２丁目に所在する土佐藩

の砲台跡である。本史跡は文久３年（1863）、須崎の地に西砲台、中砲台、東砲台が築造されてお

り、本史跡は西砲台にあたる。明治時代末期までは陸軍用地として使用されていたが、中砲台跡、

東砲台跡は明治 40年（1907）に民間へ払い下げられ解体され、西砲台は大正３年（1914）に「西

濱公園（現在は新字体の浜を使用し、「西浜公園」と表記している。）」として整備されている。昭

和期に入ると、西砲台跡は貴重な文化財として認知されるようになり、昭和４年（1929）に県史

跡に指定され、昭和 19年（1944）11 月 13 日付官報 5350 号で国史跡に指定された。 

昭和 37 年（1962）に旧土佐藩砲台趾保存会が結成され、砲台に樹木や遊具を設置し公園化とす

る整地活動を始めた。その後、公園の完成を記念し土佐藩須崎砲台百年祭が行われた。昭和 39 年

（1964）に第１回公園祭が開催され、その後も公園のみならず地域のイベント会場としても利用

されていた。さらに平成５年（1993）、高知県立歴史民俗資料館による「高岡郡東部の史跡と文化

財」をテーマとしたツアーや、平成 31 年（2019）に高知県立埋蔵文化財センターによる土佐藩砲

台跡のツアーが実施されている。令和５年（2023）には、築造 160 周年を記念して旧三浦邸（す

さきまちかどギャラリー）で「国史跡土佐藩砲台跡」展が開催され土佐藩砲台跡についての古写

真や古文書の展示が行われたり、交流ひろばすさきで高知県立高知城歴史博物館出張講座「土佐

の海～水軍と海防～」が行われたり、小学校の社会科学習としても活用されている。 

このように活用されてきた本史跡であるが、遡ること平成元年（1989）３月に砲台跡に建てら

れた構造物が国の許可を得ていなかったことが問題となったが、構造物の撤去は行われなかった。

その後平成 19年（2007）２月に改めて高知県より指摘があり、翌年３月に一部の構造物が撤去さ

れた。 

構造物の撤去に伴い、平成 20年（2008）に同時に試掘調査を行い、砲台跡の土塁
ど る い

外壁下部に野

面積みで構築された石垣が発見された（『須崎市土佐藩砲台跡試掘確認調査報告書』2008）ことに

より、さらに本史跡の価値が高まることとなった。 

しかし、現在に至るまでも地域住民から土佐藩砲台跡が国指定史跡であるという事実とその本

質的価値の認知は低く、今後の保存・活用の両立や管理体制についても検討が不十分である。 

以上の経緯から、本史跡の歴史的価値を再確認するとともに、適切に保存・管理し、今後の活

用・整備を行っていくため、『国指定史跡土佐藩砲台跡保存活用計画』（以下、「本計画」という。）

を策定する。 

 

第２節 計画策定の目的                            

 本史跡は、堤防状の塁
るい

台
だい

や石垣、塁台上の土塁等、築造時の様相をとどめている砲台跡である。

本計画では、これまでの調査や資料、今後行われる調査結果資料等を取り入れながら本史跡の本

質的価値を明確にするとともに、効果的な調査・研究、保存管理、活用、整備等を進めるための

基本方針を定め、確実に次世代へ継承することを目的とする。 

第１章 本計画策定の沿革と目的 
第
１
章 

第
２
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章 
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第３節 計画対象範囲                             

本計画の対象範囲は、史跡指定地となっている土佐藩砲台跡（西砲台跡）及び周辺地域とする。

周辺地域は、史跡指定地を含むその周辺において、史跡の理解に有効な諸要素や史跡の活用に資

する諸要素を含む範囲とする（各諸要素については第３章 p.64～67 に記載している）。史跡指定

範囲においては、現況把握や調査による地物の整理を通して、本史跡を顕在化
け ん ざい か

し、保存・継承を

進めていく。周辺地域においては、本史跡の学習・情報発信に取り組むための既存の社会教育施

設等を含めた広域的な活用を進めていく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 史跡指定範囲図（国土数値情報「行政区域」「鉄道」を加工して作成） 

図２ 周辺地域図（国土数値情報「行政区域」「鉄道」を加工、「海のまちコアゾーン」資料を参考に作成） 
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第４節 委員会の設置・経緯                          

１ 委員会について 

本計画の策定にあたり、「須崎市国史跡土佐藩砲台跡保存活用計画策定委員会条例」に基づき、

学識経験者や地元関係者からなる「須崎市国史跡土佐藩砲台跡保存活用計画策定委員会」（以下、

「委員会」という。）を設置した。なお、策定にあたっては、委員会での検討とともに、文化庁文

化財第二課、高知県文化生活部歴史文化財課に指導・助言を得た。 

 

（１）委員会名簿 

役職等 氏名 所属等 分野 

委員長 岡本 桂典 
高知県史編さん編集委員会 文化財部会長 
元高知県立歴史民俗資料館 副館長 

考古学・博物館 

副委員長 渡部 淳 
高知県立高知城歴史博物館 館長 
高知県史編さん編集委員会 近世部会長 

近世史 

委員 三浦 要一 
高知県立大学文化学部 教授 
高知県史編さん編集委員会 文化財副部会長 

文化財建造物 

委員 山中 稔 
香川大学創造工学部 教授 
史跡高知城跡整備計画推進委員会 委員 

土木工学 

委員 徳永 逸夫 須崎市文化財保護審議会 会長 
須崎市文化財 

保護審議会 代表 

委員 山本 孝俊 
元須崎市文化財保護審議会 委員 
須崎市中町住民 

地元住民代表 

（敬称略） 

 

（２）オブザーバー 

・文化庁文化財第二課史跡部門 主任文化財調査官 渋谷 啓一 

・高知県文化生活部歴史文化財課 

 

（３）事務局 

役職等 氏名 所属等 備考 

事務局 竹内 新 須崎市教育長  

事務局 福本 博一 須崎市教育委員会 生涯学習課 課長  

事務局 梅原 秀夫 須崎市教育委員会 生涯学習課 課長補佐 令和６年度 

事務局 松本 和也 須崎市教育委員会 生涯学習課 課長補佐 令和７年度 

事務局 田尾 一輝 須崎市教育委員会 生涯学習課 係長 令和６年度 

事務局 堅田 智也 須崎市教育委員会 生涯学習課 係長 令和７年度 

事務局 中藪 清嵩 須崎市教育委員会 生涯学習課 主幹  

（敬称略） 
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須崎市国史跡土佐藩砲台跡保存活用計画策定委員会条例 

 

令和６年（2024）９月 24日 

須崎市条例第 25 号 

 

 （設置） 

第１条 文化財保護法（昭和 25 年法律第 214 号）第 129 条の２第１項の規定に基づく須崎市

国史跡土佐藩砲台跡保存活用計画（以下「計画」という。）の策定に関し必要な事項を調査

審議するため、須崎市国史跡土佐藩砲台跡保存活用計画策定委員会（以下「委員会」とい

う。）を置く。 

 （所掌事務） 

第２条 委員会は、計画の策定に関し必要な事項について調査審議する。 

（組織） 

第３条 委員会は、委員７人以内で組織する。 

２ 委員は、次に掲げる者のうちから、教育委員会が委嘱する。 

（１）学識経験者 

（２）その他教育委員会が必要と認める者 

 （委員の任期） 

第４条 委員の任期は、委嘱の日から計画の策定の日までとする。 

 （委員長及び副委員長） 

第５条 委員会に委員長及び副委員長を置き、委員の互選によってこれを定める。 

２ 委員長は、会務を総理し、委員会を代表する。 

３ 副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故があるとき又は委員長が欠けたときは、そ

の職務を代理する。 

（会議） 

第６条 委員会の会議は、委員長が招集する。ただし、委員長及び副委員長が選出されてい

ないときは、教育長が招集する。 

２ 委員長は、委員会の会議の議長となる。 

３ 委員会は、委員の半数以上が出席しなければ、会議を開くことができない。 

４ 委員会の議事は、出席委員の過半数をもって決し、可否同数のときは、委員長の決する

ところによる。 

５ 委員会は、必要に応じて委員以外の者に会議への出席を求め、その意見を聴き、又は資

料の提出を求めることができる。 

 （報酬） 

第７条 委員の報酬の額は、日額 5,000 円とする。 

（庶務） 

第８条 委員会の庶務は、生涯学習課において処理する。 
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２ パブリックコメントについて 

 市民の意見を取り入れるため、令和８年（2026）１月７日～１月 21 日まで意見を募集した。 

 

 

 

 

 

  

開催日時 場所 審議事項 

令和６年（2024） 

10 月４日 
須崎市役所 
土佐藩砲台跡 

・策定スケジュールについて 
・保存活用計画第１章～第３章の確認 
・現地視察（国指定史跡土佐藩砲台跡） 

令和６年（2024） 

12 月６日 
須崎市役所 ・保存活用計画第１章～第４章の確認 

令和７年（2025） 

２月５日 
須崎市役所 ・保存活用計画第１章～第５章の確認 

令和７年（2025） 

５月 29 日 
須崎市役所 ・保存活用計画第１章～第６章の確認 

令和７年（2025） 

８月８日 
須崎市役所 ・保存活用計画第１章～第８章の確認 

令和７年（2025） 

11 月 10 日 
須崎市役所 ・保存活用計画第１章～第８章、巻末資料の確認 

令和８年（2026） 

２月６日 
須崎市役所 ・保存活用計画全章の確認 

 （委任） 

第９条 この条例に定めるもののほか、委員会の運営に関し必要な事項は、委員長が委員会に

諮って定める。 

 

  附 則 

 （施行期日） 

１ この条例は、公布の日から施行する。 

 （この条例の失効） 

２ この条例は、令和８年５月 31日に限り、その効力を失う。 

表１ 委員会審議の経過 
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第５節 関係諸計画との関係                          

 本計画は、上位計画である『須崎市総合計画』や高知県の計画である『高知県文化財保存活用

大綱』に則するとともに、関連する既往の計画との整合・連携を図りながら策定する。 

以下に関係性と各計画の概略を示す。 

 

１ 史跡指定地の関係法令 

「文化財保護法」 

 昭和 25 年（1950）に「文化財を保存し、且つ、その活用を図り、もつて国民の文化的向上に資

するとともに、世界文化の進歩に貢献すること」を目的として施行された法律である。平成 31 年

（2019）に「過疎化・少子高齢化などを背景に、文化財の滅失や散逸等の防止が緊急の課題であ

り、未指定を含めた文化財をまちづくりに活かしつつ、地域社会総がかりで、その継承に取り組

んでいくことが必要。このため、地域における文化財の計画的な保存・活用の促進や、地方文化

財保護行政の推進力の強化を図る」という趣旨から、改正・施行に至った。第 129 条の２第１項

には史跡名勝天然記念物保存活用計画の認定について「史跡名勝天然記念物の管理団体又は文部

科学省令で定めるところにより、史跡名勝天然記念物の保存及び活用に関する計画を作成し、文

化庁長官の認定を申請することができる。」と改正されている。 

 

２ 上位計画 

『須崎市総合計画』 令和７年（2025）３月策定 

 【計画期間：令和７年度～令和 16 年度】 

 須崎市総合計画は、本市の将来像や目標を明確にし、その実現に向けた施策を体系的に示し、

市民と共有するものである。今後の本市の行政運営の指針として位置づけるものであり、今後の

まちづくりに関する重要な計画である。 

「未来へひろがる「元気創造」と「協働」のまち」を未来像とし、「安心して暮らせるまちをつ

くる」、「つながりを広げる」、「デジタル技術を積極活用する」を３つの基本理念として掲げてい

る。 

文化財に関連するものについては、以下のとおりである。 

文化財・地域文化の伝承、保存 

現状や課題 

須崎市には、国指定の「大谷のクス」「土佐藩砲台跡」「鳴
おと

無
なし

神社」の文化財や、

「野見の潮ばかり」などの無形民俗文化財、その他数多くの指定文化財が存在し

ております。これまでも、それぞれの地域と連携し、保存・活用を図ってきまし

たが、維持管理のための費用や人材の確保が課題となっています。 

方針 

文化財や伝統文化等の保存・活用については、国や民間企業による補助金の活

用を引き続き行うとともに、所有者や管理団体への支援及び維持管理体制の構築

に努めます。 

また、令和６年度から取り掛かっている「須崎市国史跡土佐藩砲台跡保存活用

計画」の策定事業により、土佐藩砲台跡の保存及び活用方法の指針を策定すると

ともに市内文化財意識の高揚を図ります。 
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３ 須崎市関連計画 

（１）『第３期須崎市教育大綱』 令和６年（2024）３月策定 

 【計画期間：令和６年度～令和９年度】 

 教育大綱は、平成 27 年（2015）４月１日に改正された「地方教育行政の組織及び運営に関する

法律」第１条の３の規定に基づいて定められたものである。 

本大綱は、須崎市総合計画との整合を図りながら、教育行政の根本となる指針を示すものとし

て定められている。その中で目指す人間像として「たくましく、心豊かな人づくり～人・もの・

自然にやさしい人づくり～」を掲げている。 

 基本理念では、「①「自然・文化・人」との関わりを大切にし、人間尊重の精神に基づき、心身

ともに健全で、生涯にわたり学ぶ意欲にあふれ、郷土を愛し、未来に夢や希望を持ち、知・徳・

体の調和が取れた人材を育成する教育」、「②自他を尊重し豊かな人間関係の中で自己肯定感や道

徳性を身につけ、地域とつながり、世界とつながり、歴史や文化とつながる力を持ち、郷土の発

展に貢献できる人材を育成する教育」を進めるとしている。この基本理念に基づく基本方針の中

で、文化財に関連するものとしては「IV．郷土を愛し、郷土の発展につながる力の育成」として

いる。 

 

（２）『第３期須崎市教育振興基本計画』 令和６年（2024）３月策定 

 【計画期間：令和６年度～令和９年度】 

 須崎市総合計画及び須崎市教育大綱をふまえ、目指すべき方向や取り組むべき具体的な施策や

目標とする指針等を明らかにし、学校・家庭・地域が一体となって教育に取り組むことができる

よう策定された計画である。 

 この中で文化財に関連する具体的な施策として、「市内各地域の伝統芸能の保存や文化芸術活

動を推進する。」、「歴史遺構や建造物、祭り等有形・無形の文化遺産を次世代につなぐ取り組みを

推進する。」を掲げている。 

 

（３）『須崎市地域防災計画（地震・津波災害対策編）』 令和７年（2025）３月改訂 

 須崎市地域防災計画は、災害対策基本法（昭和 36 年法律第 223 号）第 42 条の規定に基づき、

地震・津波被害を警戒及び防御し、被害の軽減を図る等の防災に万全を期すため、本市における

地震・津波災害対策に関する処理すべき事務、又は業務を主体として、地域内の関係機関の協力

を含めた総合的な計画を定めたものである。 

 史跡に関連するものとしては、「直ちに文化財の被害拡大を防止するために必要な応急措置を

とるものとする。」とある。また国及び県の文化財保護に携わる部署及び関係団体と密接に連絡を

取り、有効かつ適切な対策が行われるよう留意することとしている。 

 

（４）『須崎市森林整備計画』 令和４年（2022）３月策定 

 【計画期間：令和４年度～令和 14 年度】 

 須崎市森林整備計画は、森林法第 10 条の５に基づき、本市の森林計画の対象となっている森林

の整備及び保全を含めた計画である。 
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森林整備計画の基本方針として、「史跡・名勝等と一体となって潤いのある自然景観や歴史的風

致を構成している森林であって、必要に応じて文化活動に適した施設が整備されている森林」と

している。区域の設定は、「保健文化機能の維持増進を図るための森林施業を推進すべき森林」と

して、文化財保護法に規定する史跡名勝天然記念物にかかる森林が該当する。 

森林整備及び保全の基本方針については、以下のとおりである。 

森林の有する各機能 森林整備及び保全の基本方針 

オ 文化機能  史跡、名勝等の所在する森林や、これらと一

体になり優れた自然景観等を形成する森林

は、潤いある自然景観や歴史的風致を構成す

る観点から、文化機能の維持増進を図る森林

として整備及び保全を推進することとしま

す。 

 具体的には、景観美の維持・形成に配慮した

森林整備を推進することとします。 

 また、風致のための保安林の指定やその適

切な管理を推進することとします。 

 

４ 高知県の計画 

『高知県文化財保存活用大綱』 令和３年（2021）３月策定 

 【計画期間：令和３年度～令和 12 年度】 

 文化財保護法（昭和 25年法律第 214 号）第 183 条の２の規定に基づき策定され、高知県におけ

る文化財の保存と活用の基本的な方向性を明確化し、県内において各種の取組を進めていく上で

共通の基盤となるものである。目指すべき方向性として、「文化財を地域社会総がかりで保存して

いくと共に、雄大な自然に根差した本県の持つ独特の環境を文化財の活用につなげ、文化財の保

存と活用の好循環を形成していく。」としている。 

 

５ その他の取組等 

「須崎市海のまちプロジェクト」との連携 

 「須崎市海のまちプロジェクト」は、『須崎市立地適正計画』及び『須崎市まち・ひと・しごと

創生総合戦略』に基づき、かつて海洋都市であった須崎に秘めるポテンシャルや歴史的価値に光

をあて、そして新しい風を取り込む「海のまち須崎」として地域社会に輝く未来を創造するため、

令和３年（2021）５月に始動した。 

このプロジェクトは、各エリアの拠点整備を進めながら、エリア一帯を活性化させていくまち

づくりを試みるものである。本史跡は「海のまち魚市場と港エリア」に位置しているが、各エリ

アとの連携については史跡の保存・活用の状況を勘案しながら行う。 
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第６節 計画の実施                              

 本計画は令和８年（2026）４月１日から令和 18年（2036）３月 31 日までの 10年間を計画の実

施期間とする。ただし、今後の実施状況や文化財保護行政上の課題等により必要に応じて見直し

を図るものとする。 

図４ 関連計画図 

図３ 海のまちコアゾーン図 

（国土数値情報「行政区域」「鉄道」を加工、「海のまちコアゾーン」資料を参考に作成） 
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第１節 指定に至る経緯 

土佐藩においては、嘉永７年（1854）６月に異国船が須崎に漂着するなどしたため海防の強化

が急がれた。文久３年（1863）7 月、土佐藩は須崎への砲台設置に着工し東・中・西の砲台を完成

させた。 

明治４年（1871）７月の廃藩置県後、東・中・西砲台跡は陸軍の用地となった。その後、東・

中砲台は、明治 40 年（1907）まで残存していたが民間へ払い下げられ解体された。東砲台は、宅

地になり現在に至るが、砲台西半分の輪郭が町割りに残存している。中砲台は、昭和 25年（1950）

には保健所が建ち、現在は宅地になっている。 

西砲台については、大正３年（1914）に西浜公園として整備された。昭和期になると西砲台跡

は貴重な文化財として認知されるようになり、昭和４年（1929）に県史跡に指定された。 

昭和 15 年（1940）１月に当時の有志により国史跡指定を建議申請したが、戦時中ということも

あり史跡指定は見送られている。その後、昭和 19年（1944）に旧須崎町が文部省に請願し、同年

６月 15 日に文部省の考査官により西砲台跡の調査が行われた。また同年７月 13日に須崎町役場

と須崎町立図書館に砲台の絵図面が保管されていることが判明した。この絵図は、明治初期に陸

軍省宛に須崎村の陸軍用地として接収できる建物を報告するために作成された可能性が高いと思

われる。同年 11 月 13 日に国史跡に指定された。 

 

第２節 指定の状況 

１ 指定告示及び指定理由 

 本史跡に係る指定告示内容は以下のとおりである。 

名称：土佐藩砲台跡 

種別：史跡 

所在地：高知県高岡郡須崎町大字須崎字西浜 1225 番１（官報告示 5350 号） 

指定年月日：昭和 19 年（1944）11 月 13 日（文部省告示第 1080 号） 

指定基準：二．都城跡、国郡庁跡、城跡、官公庁、戦跡その他政治に関する遺跡 

指定面積：4,657 ㎡ 

指定解説：須崎湾の北岸に在り文久３年土佐藩海岸防備の為築造せるものにしてもと、東中及西

の三砲台を設けしが今西砲台のみ存す。全長約 75 間南面し弓形を呈せる基壇上に八

個の胸 牆
きょうしょう

を設け（今西端のもの失はれまた、三番目及四番目のもの連接せらる）其

の各間に砲眼あり、外側に堀を巡らし基壇内側に煙硝薬薬室の阯を存す、諸所に後世

改修の跡あるもよく旧規模を存す。 

（文化庁「国指定文化財等データベース」掲載文を基に一部改編） 
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２ 高知県指定告示及び指定理由 

 昭和４年（1929）に高知県史跡に指定され、その指定理由は以下のとおりである。 

 その後、昭和 19年（1944）に国史跡に指定された。 

名称：須崎舊砲臺 

所在地：高岡郡須崎町 

所有者：須崎町 

指定解説：須崎町西南海濱に在りて、前に錦浦湾を控へ眺望絶佳なり、初め文久三年、藩命を以

て此の海岸に三砲臺を築く、第一は圓形西砲臺、第二は一文字形中砲臺、第三は半圓

形東砲臺にして、第二、第三砲臺は今壊廃して、唯第一砲臺のみ残存す、砲門火薬窟

共七ヶ所にして、其の反別五反二歩なり、廃藩後官有たりしが、明治四十年須崎町に

拂下げて、此の西砲臺を西濱公園として保存す。慶応三年八月、事に依つて英艦須崎

港に入港するや、藩士は孰れも此の地に出張し、この砲臺に屯して英艦を撃沈せんと

したる快撃ありし好記念物なり。 

 

第３節 管理団体等                              

 本史跡は、須崎市が所有・管理している。 

 

 

 

図５ 当時の土佐藩砲台跡の位置 

（国土数値情報「行政区域」等を加工して作成） 
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第４節 史跡の調査結果                            

１ 本史跡に関する文献資料 

 土佐藩砲台跡に関する文献資料を以下に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料名 種別 年代 概要 所蔵者 

須嵜西砲臺 絵図 不明 
山内家に伝来した砲台の絵図

である。 

高知県立高知城 
歴史博物館 

土佐國高岡郡第丗
五區須崎浦西砲臺
塲圖 

絵図 
明治時代 

初期 

昭和 19 年（1944）に須崎町立

図書館で発見された絵図であ

る。 

須崎市教育委員会 

土佐藩砲台跡図 実測図 昭和 30 年代 砲台跡の詳細な平面図である。 須崎市教育委員会 

土佐國高岡郡第丗

五區須崎浦ニ在 

武器庫 野戰砲己

家 

絵図 
明治時代 

初期 

昭和 19 年（1944）に須崎町立

図書館で発見された絵図であ

る。 

須崎市教育委員会 

土佐國高岡郡第丗

五區須崎村ニ在 

砲藥庫圖 

絵図 
明治時代 

初期 

昭和 19 年（1944）に須崎町立

図書館で発見された絵図であ

る。 

須崎市教育委員会 

須嵜西砲臺（『土佐藩砲台跡-史跡の来歴と砲台の軍事的機能-』2020 より） 

表２ 文献資料一覧 
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土佐藩砲台跡図（2026 年撮影） 

土佐國高岡郡第丗五區須崎浦西砲臺塲圖（2026 年撮影） 
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土佐國高岡郡第丗五區須崎浦ニ在 武器庫、野戰砲己家（2026 年撮影） 

土佐國高岡郡第丗五區須崎村ニ在 砲藥庫圖（2026 年撮影） 
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２ 確認調査 

 本史跡は、西浜公園として史跡指定前から市民の憩いの場として愛されてきた。また須崎湾県

立自然公園の一部でもあり、史跡指定地内には史跡と無関係の工作物が点在している。平成20年

（2008）にこれらの工作物の一部について撤去を行ったが、それに際して遺構の状態の確認調査

が併せて実施された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図７ ＴＲ-１ 北壁石垣立面図 

（『須崎市土佐藩砲台跡試掘確認調査報告書』2008 より加工して作成） 

図６ 土佐藩砲台跡調査箇所図・工作物配置図 

（『須崎市土佐藩砲台跡試掘確認調査報告書』2008ｐ.４より加工して作成） 
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ＴＲ-１では、砲台跡土塁外壁の下部に高さ 3.7ｍの石垣が確認された。長さは不明であるが土

塁外壁の下部一面に張り巡らされていたものと推測される。石垣は 50～80 ㎝の砂岩の自然石を

利用した野面積みで、基盤層（図７）である砂層に 10～20 ㎝の小礫を敷き詰めて構築している。 

ＴＲ-２、ＴＲ-３は、礎石等の建物跡の痕跡は発見されていないことから当該期の遺構は検出

できなかったが、Ⅱ層から近世陶磁器である肥前磁器碗や皿が出土した。肥前磁器の編年では 19

世紀中頃から後半の磁器製品であった。 

 土塁内側の石垣は、隅角部に算木積みの手法が残存しており、積み方も野面積みを踏襲してい

る。また築石が斜めに積まれており石垣構築技術の落とし積みが確認できる箇所がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図８ ＴＲ-２・３ 北壁土層断面図（『須崎市土佐藩砲台跡試掘確認調査報告書』2008 より） 

TR-１ 北壁石垣（2008 年撮影） TR-２ 北壁（2008 年撮影） TR-３ 完掘状態（2008 年撮影） 
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３ 現況計測 

令和６年（2024）に現況計測を行った。同計測は、現時点の地形や石垣の形状を記録し、今後

の現状変更や改修等に係る基礎データとするものである。計測の概要は以下のとおりである。 

   実施項目：４級基準点／水準測量、現況測量／地形図作成、石垣測量、石垣状況調査 

図面作成：現況地形図（Ａ=6,129 ㎡ Ｓ=1/500）１枚 

石垣立面図（Ｎ=10箇所 Ｓ=1/20）10 枚 

石垣エレベーション図（Ｎ=117 枚 Ｓ=1/20） 

（１）地形計測 

現況測量の成果をふまえて作成した現況地形図は下記のとおりである。 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図９ 現況地形図 
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（２）石垣計測・石垣状況調査 

石垣測量および石垣状況調査の対象とし

た石垣を表３および図 10に示す。 

これらの石垣を測量し、立面図および横断

面のエレベーションを作成するとともに、割

れ石や欠損石の有無および孕み状況につい

ての目視調査を実施した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

番号 
長 さ

（ｍ） 

最大高

（ｍ） 
番号 

長 さ

（ｍ） 

最大高

（ｍ） 

① 8.0 1.0 ⑥ 12.0 1.6 

② 9.0 1.5 ⑦ 15.0 1.0 

③ 7.5 1.6 ⑧ 50.0 2.5 

④ 10.0 1.5 ⑨ 60.0 2.5 

⑤ 25.0 1.5 ⑩ 10.0 2.0 

表３ 石垣調査内訳 

図 10 石垣測量位置図 
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（３）石垣の状況 

石垣測量および石垣状況調査の結果は以下のとおりである。 

ａ）石垣の現況 

石垣は概ね野面石で構築されているが、天端石および石

垣⑧、⑨の薬室入口角部においては面が出るよう加工整形

された石材が用いられている。 

積み方については布積みを基本としているが、石垣⑧、

⑨では、部分的に積み方が乱れるとともに石の大きさが小

さくなる区間が確認されている。また、同薬室入口角部に

おいては算木積みが用いられている。 

石垣は薬室付近を除いて概ね良好な状態が維持されて

いるが、薬室付近においては孕み出しが確認されており、

特に⑧-３および⑨-４に位置する薬室付近において顕著

であった。これらの孕み出しは、薬室を埋め戻した際に投

入された石、土砂等によって隣接部の土圧が上昇した結果

と推測される。 

また、石垣⑨-５から⑨-６にかけても孕み出しが確認さ

れたが、この区間では薬室との関係性は確認できなかっ

た。孕み出しの形態も他の区間と異なるため、石垣の積み

方自体が他の区間と異なる可能性がある。 

いずれにせよ、これらの孕み出し部分については、孕み

出しが進行していないか、経過観察が必要である。 

その他、石垣⑤、⑥、⑦においても軽微な孕み出しが確

認された。いずれも低い石垣であり、最初からこのような

勾配で積まれた可能性も考慮される。 

石材の抜けは、石垣⑥で１か所、石垣⑦で１か所、石垣

⑧で２か所、石垣⑨で１か所確認されている。いずれの箇

所でも石垣自体への影響は確認されなかった。 

 

ｂ）石材の現況 

割れている石材が主要石垣⑧、⑨で多く確認されている。全体に石材の多くに表層の剥離やヒ

ビが確認されており、それらが進行することで割れにつながっていると考えられる。 

 

 

 

 

 

 

石垣下部の孕み（石垣⑥-３）（2025 年撮影） 

薬室周辺の孕み（石垣⑧-３）（2025 年撮影） 

石材の抜け（石垣⑧-６）（2025 年撮影） 

石材の割れ（石垣⑧-２） 

（2025 年撮影） 

石材の割れ（石垣⑨-２） 

（2025 年撮影） 

石材の割れ（石垣⑨-２） 

（2025 年撮影） 
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石垣の劣化状況は以下の平面図のとおりである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図 11 石垣劣化状況平面図 
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